
市
長
は
面
談
を
拒
否

８
月
31
日
、
市
民
５
団
体
（
国
民
救
援
会
碧
海

支
部
碧
南
班
、
新
日
本
婦
人
の
会
碧
南
支
部
、
刈

谷
民
主
商
工
会
碧
南
支
部
、
全
日
本
年
金
者
組
合

碧
南
支
部
、
平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ

す
碧
南
の
会
）
は
禰
宜
田
政
信
市
長
あ
て
に
「
旧

統
一
協
会
に
対
す
る
見
解
と
、
こ
れ
ま
で
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
公
開
質
問
状
」
と
「
国
葬
に
お

け
る
弔
意
表
明
協
力
の
指
示
を
行
わ
な
い
こ
と
を

申
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。
前
も
っ
て
市
長
に
直

接
面
談
を
求
め
ま
し
た
が
。
拒
否
し
ま
し
た
。

全
国
に
汚
名
、
悪
徳
商
法

止
め
ら
れ
る
の
か

参
加
者
か
ら
は
26
日
の
記
者
会
見
で
、
市
長
が

「
カ
メ
ラ
は
だ
め
」
「
不
祥
事
だ
と
か
法
律
に
反

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
十
分
や
っ
て
く
だ
さ
い

よ
」
と
開
き
直
っ
た
こ
と
は
碧
南
市
に
と
っ
て
も

大
変
な
汚
名
と
な
っ
た
。
「
市
長
が
反
社
会
的
な

団
体
を
肯
定
す
る
な
ら
悪
徳
商
法
を
や
め
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

反
論
文
書
で
開
き
直
り

26
日
、
市
長
は
反
論
文
書
を
市
議
会
に
配
布
し

ま
し
た
。
「
２
０
２
１
年
12
月
５
日
、
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
名
古
屋
の
統
一
協
会
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
行

委
員
長
を
や
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
元
大
統
領
も

参
加
し
た
」
な
ど
統
一
協
会
の
「
お
墨
付
き
作
戦
」

の
ま
ま
。
霊
感
商
法
、
カ
ル
ト
集
団
、
集
団
結
婚

な
ど
民
主
主
義
と
人
権
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
こ

と
を
無
視
し
た
態
度
で
す
。
国
会
議
員
や
首
長
な

ど
が
謝
罪
し
関
係
を
断
つ
と
い
う
中
、
異
常
な
統

一
協
会
容
認
の
姿
勢
で
す
。

日
本
共
産
党
は
９
月
議
会
の
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

岡
本

守
正
議
員

９
月
８
日
（木
）５
番
目

1
、
く
る
く
る
バ
ス
の
拡
充
と
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
つ
い
て

⑴

く
る
く
る
バ
ス
の
第
２
回
碧
南
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
が
８
月
24
日
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
協
議
会
の
報
告
事
項
、
今
後
の
協
議
事
項

に
つ
い
て
。

⑵

１
時
間
に
１
回
、
バ
ス
停
に
来
る
く
る
く
る

バ
ス
に
拡
充
を
。

２
、
小
中
学
校
体
育
館
に
空
調
設

備
設
置
に
つ
い
て

⑴

小
中
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
早
く
設
置

を
、
進
め
る
べ
き
。

⑵

災
害
時
の
避
難
場
に
な
る
体
育
館
に
は
、
空

調
設
備
が
必
須
で
は
。

３
、
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費

（マ
ル
福
）給
付
制
度
に
つ
い
て

⑴

75
歳
以
上
・
非
課
税
・
単
身
世
帯
の
医
療
費

無
料
制
度
の
マ
ル
福
制
度
の
対
象
者
と
受
給
者

数
を
過
去
５
年
間
分
示
さ
れ
よ
。

⑵

各
市
の
実
施
状
況
は
。

⑶
子
ど
も
、
兄
弟
に
ま
で
承
諾
書
を
取
っ
て
い
る

が
、
生
活
保
護
の
扶
養
照
会
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
中
、
承
諾
書
は
や
め
、
不
要
の
有
無
は
自

主
申
告
を
原
則
に
す
べ
き
。

山
口
は
る
み
議
員

９
月
９
日
（金
）４
番
目

１
．
統
一
協
会
と
市
長
及
び
碧
南

市
の
行
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

※
日
本
共
産
党
お
よ
び
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
、
「
旧

統
一
協
会
」
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
の
表
記
を

「
統
一
協
会
」
と
す
る
。
統
一
協
会
は
２
０
１
５
年
に

「
世
界
基
督
教
統
一
神
霊
協
会
」
か
ら
現
在
の
名
称
に

変
更
し
た
。
し
か
し
霊
感
商
法
や
集
団
結
婚
な
ど
で
社

会
的
批
判
を
あ
び
て
き
た
カ
ル
ト
集
団
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
な
く
、
政
府
が
名
称
変
更
を
認
め
た
こ
と
自
体

が
不
当
だ
と
考
え
る
た
め
。

２
０
２
２
年
７
月
８
日
、
奈
良
市
内
で
安
倍
元

総
理
大
臣
が
銃
撃
さ
れ
、
犯
行
の
動
機
に
つ
い
て､

統
一
協
会
に
母
親
が
入
信
し
、
莫
大
な
資
産
を
寄

附
し
家
庭
が
破
綻
し
た
こ
と
で
安
倍
元
総
理
が
統

一
協
会
に
支
援
加
担
し
て
来
た
こ
と
が
憎
悪
の
対

象
と
さ
れ
た
。
統
一
協
会
は
、
霊
感
商
法
な
ど
反

社
会
的
活
動
を
行
う
カ
ル
ト
集
団
で
あ
る
。

岸
田
政
権
を
は
じ
め
国
会
議
員
、
地
方
議
員
や
地

方
自
治
体
も
が
、
こ
の
団
体
と
深
く
癒
着
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
碧
南
市
で
も

他
人
事
で
は
な
い
。
日
本
共
産
党
は
７
月
２
５
日

に
市
長
に
公
開
質
問
状
を
提
出
、
８
月
１
日
に
回

答
を
え
た
が
そ
の
内
容
は
、
思
想
、
信
教
の
自
由

を
口
実
に
、
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
の
開
き
直
り
で
あ
っ

た
。

《
裏
面
に
つ
づ
く
》
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名 称 武豊火力発電所5号機

所在地 愛知県知多郡武豊町字竜宮1番1

出 力 107万kW（発電端）

燃 料 石炭および木質バイオマス

方 式 超々臨界圧（USC）発電設備

武豊石炭火力発電所概要

《
表
面
か
ら
の
つ
づ
き
》

ま
た
、
各
地
で
統
一
協
会
と
関
係
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

祝
電
、
会
費
、
寄
附
な
ど
の
関
わ
り
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中

で
、
８
月
２
６
日
に
申
し
入
れ
書
を
提
出
し
９
月
５
日
ま
で
に
回

答
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
以
下
に
つ
い
て
お
答
え
い
た

だ
き
た
い
。

⑴

市
長
は
、
統
一
協
会
と
は
ど
の
よ
う
な
集
団
と
の
認
識
で
す

か
。

⑵

８
月
26
日
付
け
で
、
9
月
議
会
の
定
例
記
者
会
見
の
後
、
議

会
事
務
局
を
通
じ
て
反
論
文
章
を
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
自
分

で
い
つ
作
っ
た
の
か
。
こ
の
間
報
道
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
は

関
係
な
く
、
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
団
に
よ
れ
ば
１
９
８
７

～
２
０
２
１
年
ま
で
被
害
総
額
１
２
３
７
億
円
に
の
ぼ
り
、
自

殺
者
も
出
し
て
い
る
。

⑶

２
２
０
２
１
年
12
月
５
日
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名
古
屋
の
イ
ベ

ン
ト
で
実
行
委
員
長
ま
で
や
っ
て
い
る
の
は
、
団
体
を
熟
知
し

て
い
た
の
か
。

⑷

ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
２
０
２
１
年
７
月
11
日
に
は
市
長
、
現
衆
議

院
議
員
、
市
会
議
員
ら
し
き
人
も
写
真
に
の
っ
て
い
る
。
２
０

２
２
年
８
月
７
日
、
明
石
公
園
の
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
が
開
催
さ
れ

た
の
か
、
参
加
し
た
の
か

⑸

祝
電
、
参
加
、
会
費
な
ど
公
費
の
支
出
の
実
態
。
統
一
協
会

関
係
か
ら
の
寄
附
の
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
よ
。

⑹

人
の
弱
み
に
付
け
込
み
、
私
財
を
収
奪
す
る
カ
ル
ト
集
団
と

市
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
べ
き
市
長
の
立
場
は
相
い
れ
な
い

の
で
は
。
開
き
直
り
で
は
す
ま
な
い
。

⑺

今
後
一
切
、
統
一
協
会
と
の
関
係
を
断
つ
こ
と
を
行
政
も
市

長
も
確
約
さ
れ
よ
。

２
．
安
倍
元
総
理
の
国
葬
に
つ
い
て

⑴

安
倍
元
総
理
の
国
葬
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

⑵

国
民
の
反
対
の
声
に
つ
い
て
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

⑶

憲
法
違
反
の
国
葬
を
撤
回
す
る
よ
う
に
国
に
求
め
よ
。

⑷

国
か
ら
半
旗
、
黙
と
う
、
献
花
、
記
帳
場
所
の
設
置
な
ど
弔

意
の
強
要
は
な
い
か
。

⑸

市
と
し
て
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

３
．
気
候
危
機
打
開
の
た
め
に

⑴

２
０
３
０
年
ま
で
の
、
碧
南
市
の

①
再
エ
ネ
の
利
⽤
促
進
、

②
事
業
者
・
住
⺠
の
二
酸
化
炭
素
削
減
活
動
促
進
、

③

地
域
環
境
の
整
備
、

④
循
環
型
社
会
の
形
成
の

4
カ
テ
ゴ
リ
に
つ
い
て
施
策
の
実
施

目
標
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

⑵

再
エ
ネ
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
再

エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
⼤
限
活
⽤
す
る
観
点
か
ら
、
再
エ
ネ

導
入
容
量
（
kW
等
）
を
、
設
定
し
た
か
。

⑶

実
施
状
況
の
進
捗
管
理
を
適
切
に
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

⑷

石
炭
と
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
。
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
や
新

増
設
に
つ
い
て
の
動
向
に
つ
い
て

⑸

碧
南
石
炭
火
力
発
電
所
の
１
～
５
号
機
ま
で
の
現
在
の
稼
働

状
況
は
。
廃
棄
休
止
に
向
け
て
の
動
き
は
。

⑹

武
豊
石
炭
火
力
発
電
所
の
運
転
開
始
は
。
稼
働
率
は
。

⑺

新
築
住
宅
全
戸
の
省
エ
ネ
化
と
再
エ
ネ
化
の
徹
底
の
た
め
の

制
度
整
備
は
。

⑻

既
設
住
宅
へ
の
省
エ
ネ
再
エ
ネ
促
進
施
策
は
。
各
種
補
助
制

度
拡
充
と
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
。

⑼

安
城
市
が
「
脱
炭
素
先
行
自
治
体
」
へ
の
動
き
を
始
め
て
い

る
。
碧
南
市
も
挑
戦
を
。
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

９
月
19
日
（
月
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校
南
）

８月５日に運転開始した
武豊石炭火力発電所
岸田内閣は、原子力発電所の再稼働、

新増設を表明しています。東日本大震

災の原発事故を忘れたのでしょうか。

いつまでも外国だのみのエネルギー政

策を続けるのでしょうか。省エネ、再

エネの抜本強化で地球を守るために世

界の先進国に学ばねば!!


